
二
〇
一
〇
年
一
月
に
、
和

歌
山
県
田
辺
市
に
本
社
を
置

く
田
辺
運
送
株
式
会
社
に
、

「
田
辺
運
送
ユ
ニ
オ
ン
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
社
内
に

は
別
組
合
が
あ
り
、
県
内
の

拠
点
支
部
で
し
た
が
、
会
社

再
建
を
巡
っ
て
非
組
合
員
や

中
間
管
理
職
へ
の
差
別
的
扱

い
等
が
あ
り
、
組
合
員
が
三

〇
名
近
く
集
ま
り
結
成
す
る

に
至
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
危
機
感

を
抱
い
た
会
社
は
、
結
成
か

ら
二
ヵ
月
後
の
三
月
に
田
辺

運
送
ユ
ニ
オ
ン
の
Ｔ
委
員
長

を
解
雇
し
て
き
ま
し
た
（
港

合
同
へ
の
加
入
は
、
Ｔ
委
員

長
解
雇
後
で
し
た
。
又
、
破

産
後
に
明
確
に
な
っ
た
こ
と

で
す
が
、
こ
の
解
雇
は
、
会

社
と
別
組
合
が
共
謀
し
て
行

な
っ
た
も
の
で
、
全
く
の
不

当
解
雇
そ
の
も
の
で
す
）
。

Ｔ
委
員
長
の
解
雇
問
題
は
、

二
〇
一
〇
年
四
月
二
〇
日
に

不
当
労
働
行
為
の
申
立
を
行

な
い
、
四
回
の
審
問
を
重
ね
、

二
〇
一
一
年
八
月
二
六
日
に
、

解
雇
撤
回
、
賃
金
支
払
い

（
バ
ッ
ク
ペ
イ
）
、
謝
罪
文

の
手
交
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た

（
二
〇
一
一
年
八
月
十
五
日

の
会
社
倒
産
直
後
の
命
令
で

し
た
）
。

又
、
Ｔ
委
員
長
の
解
雇
問

題
で
、
手
助
け
し
た
と
い
う

あ
ら
ぬ
疑
い
を
口
実
に
、
別

組
合
の
中
で
活
動
し
て
い
た

Ｋ
さ
ん
を
、
二
〇
一
〇
年
六

月
二
四
日
出
勤
停
止
、
六
月

二
九
日
付
け
解
雇
を
強
行
し

て
き
た
為
、
Ｋ
さ
ん
も
港
合

同
に
加
入
し
な
が
ら
、
解
雇

無
効
を
裁
判
で
争
う
形
と
な

り
ま
し
た
。

Ｋ
さ
ん
の
裁
判
は
、
二
〇
一

〇
年
八
月
一
〇
日
提
訴
、
七

回
の
弁
論
を
経
て
、
二
〇
一

一
年
六
月
三
〇
日
に
証
人
調

べ
の
経
過
と
な
り
、
解
雇
理

由
が
全
く
な
い
事
が
明
確
と

な
り
ま
し
た
。

一
方
、
Ｔ
さ
ん
の
解
雇
問

題
も
裁
判
で
争
い
、
共
に
永

嶋
靖
久
弁
護
士
に
依
頼
し
、

二
〇
一
〇
年
十
一
月
十
六
日

提
訴
、
五
回
の
弁
論
を
経
て

（
二
〇
一
〇
年
十
二
月
十
六

日
よ
り
は
、
Ｋ
さ
ん
裁
判
と

Ｔ
さ
ん
裁
判
が
同
じ
期
日
で

進
め
ら
れ
た
）
、
二
〇
一
一

年
七
月
二
八
日
に
証
人
調
べ
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が
行
な
わ
れ
、
同
じ
く
解
雇

理
由
が
全
く
な
い
こ
と
が
明

確
に
な
っ
た
為
、
裁
判
長
よ

り
解
雇
撤
回
を
前
提
と
し
た

和
解
交
渉
が
強
力
に
進
め
ら

れ
、
和
解
期
日
と
し
て
、
二

〇
一
一
年
八
月
九
日
が
設
定

さ
れ
た
の
で
し
た
。

し
か
し
、
当
時
会
社
内
で

は
、
自
ら
が
犯
し
た
不
当
解

雇
を
反
省
す
る
の
で
は
な
く
、

「
二
人
の
解
雇
を
撤
回
し
た

ら
、
払
う
金
が
な
い
」
等
、

徹
底
し
て
港
合
同
排
除
の
姿

勢
を
貫
き
、
事
実
、
二
〇
一

一
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
港

合
同
と
の
団
体
交
渉
は
一
切

拒
否
し
な
が
ら
、
別
組
合
と

は
頻
繁
に
団
体
交
渉
を
重
ね

る
と
い
う
組
合
間
差
別
の
不

当
労
働
行
為
を
重
ね
て
い
ま

し
た
。

故
大
和
田
委
員
長
は
「
こ

ん
な
事
を
し
て
い
た
ら
、
会

社
を
潰
し
て
し
ま
う
」
と
し

て
、
様
々
な
ル
ー
ト
を
通
し

て
、
会
社
側
と
の
接
触
を
試

み
、
説
得
す
る
努
力
を
重
ね
、

会
社
再
建
の
た
め
に
協
力
す

る
用
意
が
あ
る
事
を
再
三
、

再
四
に
亘
り
表
明
し
て
い
ま

し
た
が
、
会
社
内
の
力
関
係

や
、
代
理
人
弁
護
士
の
対
応

も
あ
り
、
二
〇
一
一
年
八
月

九
日
の
和
解
期
日
は
、
会
社

側
か
ら
直
前
に
な
っ
て
拒
否

さ
れ
、
結
果
と
し
て
、
同
年

八
月
十
五
日
に
は
会
社
閉
鎖

を
強
行
し
、
九
月
十
三
日
自

己
破
産
宣
告
と
至
っ
た
の
で

す
。港

合
同
は
、
倒
産
当
日
の

二
〇
一
一
年
八
月
十
五
日
に

は
あ
ら
た
な
不
当
労
働
行
為

の
申
立
て
を
行
な
う
と
共
に
、

九
月
十
三
日
以
後
に
、
破
産

管
財
人
を
当
事
者
追
加
し
、

倒
産
前
の
不
当
労
働
行
為
の

追
及
（
と
り
わ
け
、
Ｔ
さ
ん
、

Ｋ
さ
ん
の
解
雇
撤
回
等
）
と
、

倒
産
以
後
の
公
平
な
破
産
処

理
（
倒
産
前
に
は
、
別
組
合

は
会
社
側
と
団
体
交
渉
を
行

い
、
様
々
な
協
定
書
を
締
結

し
て
い
た
）
を
求
め
、
田
辺

運
送
ユ
ニ
オ
ン
の
組
合
員
が

泊
り
込
み
（
組
合
事
務
所
も

貸
与
す
る
約
束
が
会
社
と
は

で
き
て
い
た
が
、
別
組
合
が

拒
否
さ
せ
た
為
、
組
合
事
務

所
も
な
い
状
態
だ
っ
た
）
の

闘
い
に
突
入
し
た
。

港
合
同
の
前
に
登
場
し
た

破
産
管
財
人
は
、
「
（
破
産

処
理
を
）
公
平
・
公
正
に
行

な
う
」
と
明
言
し
て
い
ま
し

た
が
、
会
社
の
基
本
財
産
で

あ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
処
分
に
つ

い
て
は
、
極
め
て
問
題
の
あ

る
売
却
を
別
組
合
に
許
し
て

し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

こ
れ
等
の
事
実
行
為
を
債

権
者
集
会
で
追
及
す
る
と
同

時
に
、
府
労
委
の
場
で
も
明

確
に
し
、
「
管
財
人
の
不
当

労
働
行
為
」
と
も
言
え
る
現

実
を
広
く
訴
え
る
為
に
、
債

権
者
集
会
に
合
わ
せ
て
、
和

歌
山
地
裁
周
辺
で
の
数
回
に

渡
る
ビ
ラ
配
布
等
の
行
動
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

最
終
的
に
、
破
産
管
財
人

も
疑
念
を
持
た
れ
る
よ
う
な

破
産
処
理
に
は
問
題
が
あ
っ
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た
こ
と
を
認
め
、
府
労
委
の

場
で
和
解
す
る
に
至
っ
た
の

で
す
。

過
程
で
は
、
田
辺
本
社
を

占
拠
し
続
け
る
港
合
同
の
組

合
旗
に
つ
い
て
、
国
道
沿
い

と
い
う
事
も
あ
り
、
様
々
に

和
歌
山
県
内
で
話
題
と
な
り
、

組
合
関
係
者
を
勇
気
づ
け
た

事
実
も
あ
り
ま
し
た
。

又
、
こ
の
破
産
事
件
の
経

過
の
中
で
、
和
歌
山
県
に
お

け
る
労
働
相
談
も
数
件
受
け
、

Ｔ
さ
ん
、
Ｋ
さ
ん
が
中
心
と

な
り
な
が
ら
、
港
合
同
と
相

談
し
な
が
ら
相
談
者
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
解
決
条

件
を
獲
得
し
た
実
績
も
あ
り

ま
す
。

田
辺
運
送
ユ
ニ
オ
ン
の
組

合
潰
し
の
為
の
解
雇
攻
撃
と

い
う
不
当
労
働
行
為
が
、
会

社
倒
産
と
い
う
最
悪
の
事
態

を
招
い
た
経
過
は
、
倒
産
下

に
於
け
る
組
合
間
差
別
と
も

言
え
る
現
実
の
中
で
、
我
々

の
反
撃
に
よ
り
、
港
合
同
と

田
辺
運
送
ユ
ニ
オ
ン
（
と
り

わ
け
Ｔ
さ
ん
、
Ｋ
さ
ん
）
の

存
在
と
人
格
を
認
め
さ
せ
、

一
定
の
解
決
に
至
っ
た
事
を

確
認
し
た
い
。

そ
れ
は
、
本
年
九
月
三
〇

日
に
第
九
回
目
の
債
権
者
集

会
（
大
阪
で
の
破
産
事
件
で

あ
れ
ば
、
一
〜
二
回
の
債
権

者
集
会
で
終
る
）
を
行
な
う

と
い
う
、
和
歌
山
地
裁
で
の

破
産
事
件
で
注
目
さ
れ
る
事

件
と
な
っ
た
事
、
又
、
労
働

債
権
の
配
当
率
が
九
〇
％
を

超
え
る
債
権
回
収
の
現
実

（
普
通
の
破
産
事
件
な
ら
一

〇
％
〜
三
〇
％
程
度
が
大
半
）

は
倒
産
し
な
い
で
も
生
き
延

び
る
事
が
可
能
で
あ
っ
た

（
組
合
潰
し
の
為
に
倒
産
さ

せ
た
）
事
を
裏
付
け
て
い
る

の
で
あ
る
。

近
年
、
破
産
法
の
改
悪
に

よ
り
、
何
よ
り
も
早
く
解
決

す
る
事
に
主
眼
を
於
い
た
破

産
処
理
が
最
優
先
さ
れ
て
い

る
。
労
働
組
合
総
体
の
力
量

低
下
と
共
に
、
破
産
管
財
人

を
相
手
に
す
る
事
が
不
当
で

あ
る
か
の
よ
う
な
流
れ
が
、

労
働
委
員
会
も
含
め
て
出
て

い
る
事
に
注
意
が
必
要
で
あ

り
、
様
々
な
法
律
の
大
前
提

と
し
て
、
労
働
者
の
団
結
権

を
最
優
先
に
し
た
闘
い
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

田
辺
運
送
ユ
ニ
オ
ン
分
会

の
皆
さ
ん
が
、
今
後
も
和
歌

山
の
地
で
、
働
く
も
の
の
生

活
と
権
利
、
平
和
と
人
権
を

守
る
た
め
に
ご
奮
闘
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

長
い
間
、
ご
く
ろ
う
さ
ま

で
し
た
。
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